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プロジェクト 企業会計基準諮問会議からの報告 
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企業会計基準諮問会議議長による報告 

1. 2026年 7月 27日に開催された第 57回企業会計基準諮問会議（以下「基準諮問会議」と

いう。）について、下記のとおり報告いたします。 

記 

テーマ提言について 

2. 前回第 56回基準諮問会議（2026年 3月 13日開催）以前に新規のテーマとして提案され

たテーマの状況は次のとおりです。 

のれんの非償却の導入及びのれん償却費計上区分の変更 

本件は、第 54回基準諮問会議（2025年 7月 11日開催）において、経済同友会他 12団

体、スタートアップ有志 35 社及び企業経営者有志 138 名より、のれんの非償却の導入

（選択制）及びのれん償却費の計上区分変更が提案されたものです。 

第 573回企業会計基準委員会（2026年 3月 26日開催）にて第 56回基準諮問会議の報

告を行ったように、本テーマについて幅広い利害関係者から関心が寄せられていること

を踏まえて慎重にプロセスを進めました。具体的には、これまでに収集した情報を 2026

年 4 月 1 日にウェブサイトに文書として公表し、基準諮問会議においてテーマ提案に関

する判断を行うための材料として上乗せすべきものがないかどうかについて、6 月 5 日

まで情報要請を行いました。また、これまで収集した情報の整理に対して強い意見を有

する利害関係者が存在する場合には、必要に応じて追加的な意見聴取を貴委員会に依頼

することとしており、これに基づいて第 579回企業会計基準委員会（2026年 6月 29日開

催）にて実施していただいております。 

これらの情報をこれまでの整理に追加して第 57 回基準諮問会議で審議を行った結果、

本テーマで提案されたのれんの非償却の導入（選択制）及びのれん償却費の計上区分変

更を貴委員会に提言しないこと、また、検討の過程で聞かれた実務上の課題への対応や

のれん償却前営業利益などの情報提供の見直しについて検討することを、新規テーマと

して貴委員会に提言することとなりました。具体的には審議事項(1)-2 をご覧ください。 

連結財務諸表における取扱い 
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本件は、第 54回基準諮問会議（2025年 7月 11日開催）において、学識経験者の個人

から次の 2点の改正が提案されています。 

(1) 連結子会社における親会社株式の売却損益の会計処理 

(2) 連結子会社における追加取得時のその他の包括利益累計額の会計処理 

本件については事務局で分析を継続することとなっており、第56回基準諮問会議以降、

追加の報告はありません。 

3. 以上の議論に関して基準諮問会議において聞かれた意見については審議事項(1)参考資

料 1をご覧ください。 

 

企業会計基準委員会の活動状況について 

4. 貴委員会の最近の活動状況についてご説明いただいた上で質疑応答を行いました。基準

諮問会議において聞かれた意見については審議事項(1)参考資料 2をご覧ください。貴委

員会の活動のご参考としてください。 

 

以 上 


